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スマートニュースのAI戦略とは関わりなく、お話をしています。



本日のアジェンダ

1. “AI産業”の劇的な広がり

2. AIが破壊するもの

3. プラットフォームも変化する

4. メディアはどう生きるか？

5. ニセ・誤情報の現在地



 1. “AI産業”の劇的な広がり



「AI」がもたらした衝撃



出典：MIT Tech Review 
https://www.technologyreview.jp/s/316185/chinese-chatgpt-alternatives-receive-government-approval-for-widespread-public-access/



ビジネス変革 最大の原動力はAI

Futre of Jobs Report 2025 https://www.weforum.org/publications/the-future-of-jobs-report-2025/



これからAIがやれることモデルとチャットボットの開発 
これら10社すべてが、テキスト、画像、動画を含むコ
ンテンツを生成できる生成AIツールを開発している。

AIインフラの構築 
これらの7社̶̶テック大手とAIスタートアップの両方
̶̶は、AIシステムを稼働させるために必要な電力とイ
ンフラを提供するハードウェアとデータセンターも構

築している。

AIクラウドサービスの提供 
企業が自社の製品や業務フローの中でAI技術を活用で
きるように支援するプラットフォームを提供する主要

AIプロバイダー3社。

Trends̶Artificial Intelligence https://www.bondcap.com/report/tai/#view/62



NVIDIA：ビジネスごとの四半期単位売上の成長（昨対比）

Trends̶Artificial Intelligence https://www.bondcap.com/report/tai/#view/62



これからAIがやれること

ChatGPT：購読者と売上の成長

購読者数（単位: 百万） 売上（単位: 10万ドル）

Trends̶Artificial Intelligence https://www.bondcap.com/report/tai/#view/62



生成AI：10年後、何ができるようになるか？

現在 2035年（10年後）
1.メール、エッセイ、契約書、詩、コードを瞬時に流暢に生
成 

2.PDF、法律文書、研究資料、コードを平易な英語に簡略
化 

3.数学、歴史、言語学習、試験対策を手順ごとに指導 
4.アイデアのブレインストーミング、ロジックのデバッグ、
仮定の検証を支援 

5.レポート作成、データ整理、スライド構成、文章書き換え
を自動化 

6.面接対策、顧客シミュレーション、会話練習をサポート 
7.API、スプレッドシート、カレンダー、ウェブ向けのコー
ドを記述 

8.一日の出来事を話し合い、思考を再構築したり、ただ傾
聴する 

9.価値観を明確化、目標の定義、意味ある行動計画の策定 
10.旅行計画、ルーティン構築、週間スケジュールやワーク
フローの設計

1.仮説の立案、シミュレーションの実行、実験の設計と分
析 

2.新素材の発見、バイオテクノロジーの応用、エネルギー
システムのプロトタイプ開発 

3.記憶・感情・適応行動を備えたデジタル人格の創出 
4.最小限の人為的介入で研究開発・財務・物流を管理 
5.工具の操作、部品の組み立て、実空間への適応 
6.大規模な物流、エネルギー利用、危機対応への最適化 
7.研究と治療のために細胞、遺伝子、生物体をシミュレー
ション 

8.リアルタイムの法的、医療的、ビジネス上の専門家的助
言 

9.フォーラムの運営、法律の提案、対立する利害の調整 
10.テキストプロンプトから直接インタラクティブな3D環
境を生成

Trends̶Artificial Intelligence https://www.bondcap.com/report/tai/#view/62



2025年、 
最も価値の高いブランド

Voronoi app  https://www.voronoiapp.com/investing/Visualized-The-Most-Valuable-Global-Brands-in-2025-6493



大統領の下に結集する西海岸勢



トランプ大統領就任式に勢ぞろいした米プラットフォームCEOら

Wall Street Journal https://jp.wsj.com/articles/tech-elites-take-center-stage-at-trump-inauguration-f4946c41 





 2. AIが破壊するもの



雲行きが怪しくなってきた



Wall Street Journal https://jp.wsj.com/articles/the-ai-booms-hidden-risk-to-the-economy-fad4c161 

https://jp.wsj.com/articles/the-ai-booms-hidden-risk-to-the-economy-fad4c161


AIが破壊するもの

IMF https://www.imf.org/ja/Blogs/Articles/2024/01/14/ai-will-transform-the-global-economy-lets-make-sure-it-benefits-humanity 

https://www.imf.org/ja/Blogs/Articles/2024/01/14/ai-will-transform-the-global-economy-lets-make-sure-it-benefits-humanity


雇用の喪失が鮮明に！

AI業務に携わる従業員までがレイオフへ



社会問題も生じている



AIの倫理問題が政治課題に



雇用の喪失が見えてきた！

米国ではすでに雇用（の成長）は失速 
とりわけChatGPT誕生以来、技術者の雇用バブルが弾けた



出典：New York Times 
https://www.nytimes.com/2023/01/20/technology/google-chatgpt-artificial-intelligence.html

ついに、Webトラフィックの
半分がボットに 

人間のアクセスが減少中



 3. プラットフォームも変化する



Google、検索が危機??

出典：New York Times 
https://www.nytimes.com/2023/01/20/technology/google-chatgpt-artificial-intelligence.html



業態変更がぎりぎり間に合った!?



Google（検索）の変化



Google AIモードの出現



Google検索が「AI要約」「AIモード」で 
メディアへの送客が激減 

=“ゼロ・クリック”問題 

出典：日経デジタルガバナンス 
https://www.nikkei.com/prime/digital-governance/article/DGXZQOGN225VU0S5A920C2000000



 4. メディアはどう生きるか？



出典：Axios 
hhttps://www.axios.com/2025/10/14/ai-generated-writing-humans

すでにAI生成記事が 
人間の執筆記事に肉薄

hhttps://www.axios.com/2025/10/14/ai-generated-writing-humans


メディアの生き残りが厳しくなってきた

1. 人間でなくロボットがメディアを“見る”時代に

2. 検索やAIサービスが“知りたい”に回答してしまう時代

3. エージェント時代に入っていく（仮説）

広告に依存できない時代に突入



世界の英語サイトTop50のアクセス ほぼすべて減少 
2025年8月の対前年同月比



出典：New York Times 
https://www.nytimes.com/2023/01/20/technology/google-chatgpt-artificial-intelligence.html

気候変動現象を専門的に研究、情報発信しているサイトで、 
AIサービス、特にGoogle検索 AI要約が出現して以降、 

アクセスが急減。 
だが、仔細に検討すると、AI要約などを通じて、 

以前以上に参照されていることが判明

AIへの適合： 
6か月のWeb分析で見えてきた未来



Really Simple Licensing 
コンテンツが、AIに学習されるごとに課金できる標準技術



エージェント出現の脅威

FriendFriend



エージェント出現の脅威



どう対処するか？

1. AIに高評価されるコンテンツへ

2.広告に代わるビジネスモデルを追求

3. AIを活用し経営を革新する



①



新聞記者が書いた記事を、 
AIがイラストや動画などに変換して 

わかりやすい情報にし、読者に届けてくれる

②



Google NotebookLM、使っていますか？



・（物知りな）単なる話し相手 

・交渉・調整・コンサルティング（追加オプションが構想可能） 

・TV, SNS,  各種メディアへのインターフェイスに 

・複数の購読や従量型課金モデルが可能に

“パーソナルなアシスタント”=エージェントへ

https://wired.jp/article/elon-musks-half-baked-robot-is-a-clunky-first-step/



 5. ニセ・誤情報の現在地



新しい 
ニセ・誤情報・プロパガンダの時代



専門家：2026年までに 
AI生成のコンテンツが90%に

出典：The Futurism 
https://futurism.com/the-byte/experts-90-online-content-ai-generated

https://futurism.com/the-byte/experts-90-online-content-ai-generated


生成AIで広告収入目的のゴミサイトが急増、1日1200本更新も

出典：MIT Tech Review 
https://www.technologyreview.jp/s/310948/junk-websites-filled-with-ai-generated-text-are-pulling-in-money-from-programmatic-ads/
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秘密裏に党派的な資金で運営され、 
独立した地方ニュースサイトを装うウェブサイトが、 
アメリカで日刊紙を追い抜く勢いで増えている。
NewsGuardは現在、地元ニュース出版社を装った 
「ピンク・スライム」サイト1,202を特定している。

https://www.newsguardtech.com/press/partisan-funded-websites-nearly-outnumber-daily-newspapers-in-us/



政治的意図による“影響力工作”も顕在化





日本を対象とする 
ロシアの活動も活発化

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCA17CK50X10C25A6000000/



日経新聞 https://www.nikkei.com/telling/DGXZTS00012030S4A900C2000000/



日本の「政治」も認知戦の戦場に

https://x.com/sputnik_jp/status/1944725311632900227



ニセ情報は、ニセ専門家・ニセ編集部に



PressGazette https://pressgazette.co.uk/publishers/digital-journalism/virtual-reality-the-widely-quoted-media-experts-who-are-not-what-they-seem/

存在しない生化学者： 
分子生物学専攻、バイオテクノロジーに豊富な知見



https://www.holdthefrontpage.co.uk/2023/news/fake-journalist-profiles-used-to-launch-new-local-news-title/



https://pressgazette.co.uk/publishers/b2b/new-it-publication-appears-to-be-largely-ai-generated/



日本初、ファクトチェック NPO創設
ジャーナリスト、市民団体、学者、テクノロジー企業とともに

文系＝批判的センスと 
理系＝創造力とスピード 

で社会的な耐性を生み出したい



ご静聴ありがとうございます。


